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［徳島市中心部］   ま ち の 現 状 等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜にぎわい＞ 

◆中心市街地の活力の低下 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 政治・経済・文化の中枢 

  徳島県庁や徳島市役所などの官公庁や、文化センター、市立体育館、

各種会館、徳島大学などの文化・教育施設、商業施設、徳島中央公園、

眉山などが集積している。 
◆ 交通の要衝 

鉄道、バスなどの広域・地

域交通が集中する徳島駅を

抱え、鉄道は JR 高徳線と JR
牟岐線が通っている。 
また、県内の主要な幹線道

路である国道 11 号（南北方

向）と国道 192 号（東西方向）

が中心部で交差している。 

＜都市基盤＞ 

◆交通渋滞の発生 

 
 
 
 
 

（１） 位 置 付 け （３） まちの中心部が抱える問題点 

＜都市の魅力＞ 

◆まちの魅力を活かしきれていない 

＜社会的ニーズ＞ 

◆ユニバーサル化への対応の 

遅れ 

 

◆ コンパクトなまちのつくり 

  地形的な条件により、まちのつくりがコンパクトであり、自然環境

もよく、河川際には建物が建ち並ぶ。 
◆ 住みやすい環境 

  気候が温暖であり、物価も安く、地産地消で安全な食べ物が手に入

る。病院も多く、治安も良い。 
◆ 水と緑、歴史に囲まれたまち 

  中心部には新町川や助任川が流

れ、通称、ひょうたん島と呼ばれ

る水に囲まれた都市空間が形成さ

れている。（観光周遊船が運航中） 
また、中心部には徳島中央公園

や眉山があり、徳島市の緑、歴史、

文化を感じることができる。 
（参考）市内の観光施設等 

・阿波おどり会館 
・徳島城博物館 
・旧徳島城表御殿庭園 
・眉山ロープウェイと眺望 
・ひょうたん島クルーズ 
・新町川水際公園・ふれあい橋 
・文学書道館 

（２） ま ち の 特 徴 

JR 高徳線 

JR 牟岐線 

徳島市中心部 

 

通行が非常に危険な踏切が

数多くある。 

◆危険な踏切が残存 ◆避難路・救援路整備の遅れ 

救急車や消防車も通行できな

い立体交差がある。 

中心部では、県道以上の幹線道路

のほとんどが、混雑度（混雑を表

す指標で 1.0 以上は混雑がある状

態）1.0 以上となっている。 
また、交通量が多い国道 11 号、

国道 192 号では、それぞれ混雑度

2.51、1.87 の区間がある。（資料：

H17 道路交通センサス） 

陸橋など不便な立体交差が多くあ

る。（高齢者や障害者、ベビーカーを

押す子育て世代など移動が大変） 

中心市街地での歩行者数の推移
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中心市街地での歩行者数の推移を見

ると、15 年間で、平日観測は 1/2 以

下となっている。休日観測に関しては

約 1/4 の歩行者数となっており、中心

市街地の活力の低下が伺える。 

徳島市全人口に占める65歳以上人口の割合
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徳島市においても全国的な傾

向と同様に、高齢化が進行して

おり、高齢者が元気に暮らし、

活動できるような都市基盤の整

備が期待されている。 
また、人口減少が進むなか、

子育て世代や障害者等について

も同様に、自由に活動できるよ

うな都市基盤の整備が期待され

ている。 
このような状況のなか、徳島

市中心部では、鉄道交差部や駅

とその周辺等で、円滑な移動が

できない状況が生じている。 

徳島市の中心部は鉄道により分断

されており、現在、多くの踏切や立体

交差施設を利用した移動が強いられ、

様々な都市活動の支障となっている。 

◆鉄道によるまちの分断 

踏切の残存状況 

まちの中心部には、魅力的な空間が多く存在するにもかかわらず、

鉄道による分断やその影響（渋滞、段差）によって、円滑な移動がで

きず、まちの魅力を活かしきれていない状況である。 

まちの魅力を活かしきれていない例（徳島駅周辺）。 

国道192号

県
道
徳
島
鴨
島
線

ボトルネック踏切

約60段もの階段

慢性的な渋滞

立体交差

花畑踏切 剣先跨線橋

横断不可

徳島駅

JR線
出来島踏切

魅力的な河川・親水空間
（助任川）

魅力的な河川・親水空間
（助任川）

魅力的な歴史・文化施設
（徳島中央公園）

魅力的な歴史・文化施設
（徳島中央公園）

商業・業務施設の集積地商業・業務施設の集積地

公共施設
の集積地
公共施設
の集積地

混雑度1.0以上 
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 ［徳島市中心部］   まちづくりの問題点・課題 ～ 目指す将来像 
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交通渋滞の発生

・中心部では県道以上の幹線道路のほとん
どが混雑度1.0以上

・主要な幹線道路（国道11号、国道192号）で
は混雑度2.51、1.81と慢性的な渋滞が発生

環境負荷の増大

経済的な損失の発生
（無駄な時間、経費）

まちの魅力を活かしきれていない

ユニバーサル化への
対応の遅れ

避難路・救援路整備の遅れ
（南海地震発生への対応）

・救急車や消防車が通行できない立体交差
がある。

・徳島駅西側～文化の森駅付近区間の都市
計画道路は、３路線が踏切有り、３路線が
未整備の状況

中心市街地の活力の低下

・中心市街地の歩行者交通量は、15年間で
休日は約1/4に、平日は1/2以下に減少

鉄道によるまちの分断

・中心部は鉄道により分断されており、現在、
多くの踏切や立体交差があり、様々な都市
活動の支障となっている。

災害時の避難行動・緊急時の救援
活動の遅れ（貴重な人命の損失）

高齢者・障害者等の社会参加が制
限され、まちの活力の低下へとつな
がる

移動による経済活動や交流の減少

都市全体の魅力低下（ひいては定
住人口の減少につながる）

都市間競争が激化するなか、都市
全体の活力の低下へつながる可能
性有り

・まちの中心部には、魅力的な空間が多く存
在するにもかかわらず、鉄道による分断や
その影響で円滑な移動ができない。

危険な踏切が残存

・通行が危険な踏切が数多くある。
（徳島駅西側～文化の森駅付近までの間に

ある踏切は13箇所）

貴重な人命の損失

（１）位置付け

【県・市の政治・経済・文化の中
枢】であり、【交通の要衝】でもある
徳島市中心部は、様々な面で都市
全体を牽引すべき地区である。

また、安全で快適な生活環境の
確保も求められる地区である。

・高齢化が進行（高齢化率 H20[実績]:約22％
H26[推計]:約27％）

・駅や鉄道周辺で円滑な移動ができない状態
が生じている。

都
市
交
通

改
善

交
流

促
進

わ

創
出

機
能

強
化

防
災
機
能

強
化

外環状線、内環状線等の整備による自動車交通の広域
分散

心

水
都

徳島駅等での円滑で快適な乗り換え機能の確保（再掲）

河川と緑地、そして徳島城跡等の歴史的資産を身近に
感じられるコンパクトな市街地の形成

鉄道交差部での安全で円滑な横断の確保

鉄道交差部での渋滞解消、安全性確保、バリアフリー化
の実現

公共交通、自動車、自転車、歩行者が共存できる、人、
環境に優しい交通体系の構築

都市計画道路の整備（特に鉄道交差部）による避難路・
救援路、延焼遮断帯の確保

徳島駅等での円滑で快適な乗り換え機能の確保

広域避難場所の整備（徳島中央公園の活用）

踏切の解消による救援路の確保

河川親水空間や観光資源等を結ぶ歩行者・自転車ネット
ワークの形成

回遊を促すための仕組みづくりと商業活性化施策の導
入による商業集積地の活性化

駅や鉄道周辺でのバリアフリー化の推進

（２）まちの特徴

地形条件によりコンパクトなまち
のつくりとなっており、温暖な気候
のなか、物価、食、医療、治安の面
で住みやすい環境が整っている。

また、ひょうたん島を中心に水に
囲まれた都市空間が形成され、ま
ちなかでも徳島市の歴史、文化や
緑を感じることができる。

徳島市中心部の位置付け
・まちの特徴

（３）まちの中心部が抱える問題点 （４）まちの中心部のまちづくりの課題
目指す
将来像
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 ［徳島駅周辺まちづくり］   整 備 方 針  ～ 様々な課題を解決し、将来像を実現するための方針 ～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

都市交通の改善 

鉄道高架事業の実施により、踏切が原因で

発生していた都市交通としての問題（渋滞、

交通事故・危険性、立体横断施設の段差など）

を改善し、良好な都市活動が可能な基盤を整

える。 

また、鉄道高架事業によって生み出される

空間（徳島駅北口）を活用することで、地域

交通・広域交通の要となる交通結節点（徳島

駅）の機能強化を図る。 

さらに、新たに創出される歩行空間と既存

の歩行空間等を結ぶことにより、魅力的な歩

行者・自転車ネットワークを形成する。 

これらの都市交通の改善により、公共交

通・自動車・自転車・歩行者が共存できる魅

力的なまちなか空間を創出する。 

防災機能の強化 

鉄道高架事業の実施により、分断された市

街地間を連絡する新たな道路整備を推進す

る。また、踏切の解消により安全で円滑な通

行が可能な避難路、救援路を確保し、防災機

能の強化を図る。 

※新たな道路整備によりこれまで活用でき

なかった徳島中央公園が広域避難場所とし

て活用可能となる。 

交流の促進・にぎわいの創出 

 魅力的な歩行者・自転車ネットワークを形

成し（「都市交通の改善」参照）、まちなかに

多く存在する主要な観光資源と、駅、公共施

設等を連絡するとともに、「水と緑と歴史」

をテーマとした魅力的な空間を新たに創出

し、観光客や地域住民による交流の促進、に

ぎわいの創出を図る。 

ユニバーサル機能の強化 

駅や鉄道周辺でのバリアフリー化の推進

や、鉄道交差部での安全で円滑な横断の確保

等により、社会的ニーズに対応したユニバー

サル社会の実現を図る。 
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 ［徳島駅周辺まちづくり］    全 体 イ メ ー ジ 図 S=1:3000 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

0 50 100 150 200m 

モール（歩車共存道路） 河川沿いの公園 

公園内の回廊 

LED を用いた修景 

阿波おどり広場 

駅前の歩行者広場 

歩行者・自転者ネットワーク 

歩行者ネットワーク 

LED を用いた修景 

⑥ 東西道路 

⑦ 多目的広場 

⑧ 高架下利用 

⑨ 自由通路 

⑩ 多目的広場 

⑬ 路線バス乗降場 

⑫ タクシー乗降場・プール 

⑪ 一般車送迎場・駐車場 

⑭ モール化（社会実験） 

① 歩行者･自転車回廊 

② 駅前広場 

④ 高速バス乗降場 

③ タクシー乗降場 

⑤ 一般車送迎場 

⑮ アンダーパス改良 

⑯ 中洲・徳島線へ接続 

⑰ 対面通行化 

⑱ 対面通行化 

⑲ 河岸公園・船着場 
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 ［二軒屋駅付近まちづくり］   整 備 方 針  ～ 様々な課題を解決し、将来像を実現するための方針 ～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

都市交通の改善 

鉄道高架事業の実施により、踏切が原因で

発生していた都市交通としての問題（渋滞、

交通事故・危険性、立体横断施設の段差など）

を改善し、良好な都市活動が可能な基盤を整

える。 

また、鉄道高架事業と合わせて、地域交通

の骨格となる東西軸と南北軸の整備・強化を

図る。 

さらに、新たに創出される歩行空間と既存

の歩行空間等を結ぶことにより、二軒屋駅を

中心とした魅力的な歩行者・自転車ネットワ

ークを形成する。 

これらの都市交通の改善により、公共交

通・自動車・自転車・歩行者が共存できる魅

力的なまちなか空間を創出する。 

防災機能の強化 

鉄道との交差による問題等により遅れてい

た都市計画道路の整備を推進し、安全で円滑

な通行が可能な避難路、救援路、延焼遮断帯

を確保し、防災機能の強化を図る。 

交流の促進・にぎわいの創出 

 魅力的な歩行者・自転車ネットワークを形

成（「都市交通の改善」参照）するとともに、

二軒屋駅付近にオープンスペース等を確保

し、地域住民、周囲の文教エリア、文教・厚

生エリアの就学者、就業者の交流の促進、に

ぎわいの創出を図る。 

ユニバーサル機能の強化 

駅や鉄道周辺でのバリアフリー化の推進

や、鉄道交差部での安全で円滑な横断の確保

等により、社会的ニーズに対応したユニバー

サル社会の実現を図る。 

①①  徳徳島島駅駅西西須須賀賀線線のの整整備備  

②②  駅駅前前広広場場のの整整備備  

③③  二二軒軒屋屋駅駅新新浜浜線線のの整整備備  

④④  住住吉吉万万代代園園瀬瀬橋橋線線のの整整備備  

⑤⑤  街街路路のの延延伸伸  
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 ［二軒屋駅付近まちづくり］   全 体 イ メ ー ジ 図 S=1:3000 
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歩行者・自転者ネットワーク 

① 多目的広場 

② 県道宮倉徳島線と接続 

④ 側道 

③ バス乗降場 

⑤ 高架下利用 

県道宮倉徳島線 

(都)徳島駅西須賀線 

(

都)

二
軒
屋
駅
新
浜
線 


